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市内 の重要文化財
・国 指定重要文化財

種 E到 名 利1 員 敏

有形 :彫刻 木造不動明王立像 1蝿 松 岩寺

有形 :建 造 物 光明寺本主主内厨子 1基 光 明寺

前立聖観世音菩薩像

史跡 五領ヶ 台貝塚 平塚市

.神奈 川 県 指 定 重 要 文化財

有形:彫刻 木造大日如来坐像 1蝿 高 林 寺

有形:彫刻 木造金剛力士立像 2J1甑 光 明 寺

有形:工芸品 光明寺銅 鋭 1口 光 明 寺

有形:建造物 四脚門 1栴巨 妙 覚 寺

有形:建造物 光明寺観音堂(本堂〉 1棟 光 明 寺

無形:民俗 相模人形芝居前烏座 前 烏 座

平
壕
市
教
育
費
員
会
は
、
十
月
二
十
日
付
げ
で
北
金
自
に
あ
る
北
金
目
神
社
の
本
殿
一
棟
を

市
重
要
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
こ
の
本
殿
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
建
立
と
推
定
さ
れ
、
割

酌
造
り
で
あ
り
な
が
ら
回
廊
が
あ
る
な
ど
、
こ
の
地
方
に
最
も
多
い
J

つ
眼
…
均
時
造
り
と
呼
ば

れ
る
様
式
に
近
く
、
貴
盟
な
神
社
建
築
で
す
。
今
回
の
指
定
に
よ
り
平
塚
市
の
盟
要
文
化
財
の

指
定
件
数
は
、
国
指
定
が
三
件
、
県
指
定
が
六
件
、
市
指
定
が
二
十
三
件
の
計
三
十
二
件
と
な

り
ま
し
た
。
文
化
財
は
、
私
た
ち
に
様
々
な
ζ
と
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

教
育
委
員
会
が
平
成
元
年
と

二
年
の
二
か
年
に
わ
た
り
、
市

内
四
十
八
か
所
に
実
施
し
た

「
平
塚
市
近
世
社
寺
建
築
調
査

(
団
長
東
京
工
芸
大
学
教
授

清
水
掛
)
」
に
よ
り
、
北
金
目

神
社
が
神
社
建
築
と
し
て
は
市

内
最
古
と
い
う
、
県
下
で
も
数

少
な
い
春
日
造
り
の
本
殿
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

至情畢

/金rで駅

有形:絵画 僧空海画 像 1 r偏 芳盛ミテ

有形:絵画 風外懇減益画・墨蹟 16幅 博 物 館

有形:絵画 大 山寺縁起絵巻 2巻 博 物 館

有形: 絵画 中原御官記 1巻 博物館

有形 :彫刻 木造聖観世管菩薩立像 u恒 光 明 寺

有形 :彫刻 木造薬師如来立像 1掘 宝 積 院

有形 :彫刻 木造業師如来立像 u僅 正 福 寺

有形:彫刻 木造十二神将立像 12躯 正 福 寺

有形: 彫刻 木造阿弥陀如来立像 1JI偏 善 福 寺

有形: 彫刻 木 造地蔵苔醸坐f象 13函 磯部三 郎

有形:彫刻l 木造薬師知来坐{象 1掘 平等寺

有形 :彫刻 木造阿弥陀知来及び 3躯 薬王寺

観音・勢歪両菩薩立像

有形 :彫刻 木造地蔵主宰縫半蜘f象 1身函 延命寺

有形 :建造物 金目観音堂二(仁)玉門 1棟 光明寺

有形建造物 北金目神社本殿 1棟 北金目神社

有形 :古文自 光明寺 古文借 2巻 光 明寺

有形:古文官 浩田家(尼屋)文容 6:i函 清田恒顕

有形:古記録 光明寺 縁起世 1巻 光明寺

有形 :古記録 駒形神社棟札・勧化札 11枚 駒形神社

有形 :古記録 北条 氏所領役帳 1冊 今井治良

無形:民俗 田村ばやし 保 存会

無形:民俗 前鳥神 社祭事 保 存会

無形 :民俗 前烏曜子 保存会

-平摩市指定重要文化財

江
戸
時
代
前
期

市
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
北
金
目
神
社
は
、
旧
金
田
村

の
鎮
守
で
、
旧
称
は
熊
野
社
で

す。
建
立
年
代
は
、
細
部
の
様
式

な
ど
か
ら
江
戸
時
代
前
期
(
十

七
世
紀
中
葉
)
と
推
定
さ
れ
、

市
内
の
神
社
建
築
で
は
最
も
古

い
も
の
で
す
。
高
さ
は
約
六

抗
、
間
口
約
三
・
四
討
、
奥
行

き
約
=
了
三
討
の
建
物
で
す
。

春
日
造
り
が
特
徴

和
服
尋
問
・
時
開
な
ど
の

横
木
の
先
端
が
柱
か
ら
突
出
し

た
部
分
・
獅
子
等
)
も
向
回
目
柱

側
面
の
象
以
外
は
、
す
べ
て
絵

樹
木
鼻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
象
の
木
品
も
そ
の
下

中
に
は
、
絵
様
木
鼻
の
名
を
残

し
て
お
り
、
江
戸
中
期
へ
至
る

過
渡
的
な
形
態
を
示
し
て
い
ま

す
。
春
日
造
り
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
平
面
は
と
の
地
方
の
一
閉

山
内
向
造
り
(
京
都
の
上
賀
茂

神
社
、
下
鴨
神
社
に
代
表
さ
料

る
神
社
本
殿
の

一
形
式
で
、
桁

一
Tc一
聞
の
も
の
を
い
い
ま

す
)
に
最
も
多
い
平
面
構
成
で

す
。
こ
う
い
っ
た
点
に
地
方
的

な
春
日
造
り
の
特
徴
が
よ
く
あ

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
担
当
社
会
教
育
課

北
金
目
神
社
は
、
全
面
に
彩

こ
う
り
ょ
う

色
が
施
さ
れ
、
虹
梁
(
反
り

を
も
た
せ
た
化
粧
鵜
の
こ
と
)

や
島
問
(
柱
か
ら
柱
へ
渡
し
て

壁
に
取
り
付
廿
た
横
木
)
、
上

部
小
壁
に
は
、
宝
輪
や
写
実
的

な
草
花
等
の
文
様
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
咋
間
(
社
殿
や
仏
堂

の
正
面
階
段
上
に
張
り
出
し
た

わ
き
屋
の
部
分
を
い
い
、
階
段

の
雨
よ
け
や
却
紛
糾
者
の
礼
拝
場

所
に
も
な
り
ま
す
)
の
正
面
虹

ょ
う
匂
か
ぞ
h

ゆ
え

梁
中
備
(
聞
に
入
れ
る
装

置
)
に
は
、
松
の
透
か
し
彫
り

を
施
し
た
碍
服
(
上
下
の
横

木
の
間
に
あ
っ
て
、
荷
量
を
支

か
え
る
ま
た

え
る
た
め
の
部
材
で
、
蛙
が
股

を
広
げ
た
よ
う
な
形
を
し
て
い

ま
す
)
を
乗
せ
る
が
、
彫
刻
に

よ
る
装
飾
は
概
し
て
少
な
く
、

.ー
ゴミ減量化で大臣表彰を'e
平塚市は、市民のみなさんの協力によ

り大阪市で聞かれた「全国ゴミ減量推進

大会」で、厚生大臣から茨彩を受けた。

取材は河野博幸子(桃浜町)さん。

資 源 ゴ ミ の 分 別 収 集 で ゴ ミ の 減量化を1.
.ー

今
日
、

「
ゴ
ミ
問
題
」

に
つ
い
て
耳
に
し
な
い
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ

ど
ゴ
ミ
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
る
中
で
、
平
塚
市
は

ゴ
ミ
減
量
と
再
生
利
用
の

人ノ

先
人
た
ち
の
熱
き
メ
ツ

セ

乙P
を
大
切
bこ
守
っ
て
し1

き
ま
し
ょ
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司

d

句
全
国
モ
デ
ル
と
し
て
、
こ

4

句
の
ほ
ど
大
阪
で
聞
か
れ
た

一
全
国
ゴ
ミ
減
量
推
進
大
会

一
で
、
厚
生
省
か
ら
「
ク
リ

一

l
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
タ
ウ

一
ン
」
に
選
定
さ
れ
ま
し

一
た
。
今
年
は
、
全
国
か
ら

一
二
十
一
市
町
村
が
選
ば

一
れ
、
県
内
で
は
、
平
壕
市

一
と
襲
野
市
が
選
定
さ
れ
ま

一
し
た
。

一

平
塚
市
は
、
昭
和
五
十

一

二
年
か
ら
ゴ
ミ
分
別
収
集

一
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
方

一
法
は
「
平
塚
方
式
」
と
呼

一
ば
れ
、
全
国
に
知
ら
れ
て

一
い
ま
す
。
今
回
、
平
塚
市

一
は
と
の
収
集
方
法
の
徹
底

一
と
分
別
ゴ
ミ
の
再
生
利
用

一
ル
l
ト
の
確
立
、
生
ゴ
ミ

一
用
コ
ン
ポ
ス
ト
の
利
用
推

・
'
進
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
大
臣

• 

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
一
人
一
人
が
ゴ
ミ
問

題
を
自
分
の
問
題
と
し
て

と
ら
え
、
市
と
協
力
し
て

き
た
お
か
げ
で
し
ょ
う
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
埋

め
立
て
地
が
当
初
の
計
画

で
は
十
年
間
で
し
た
が
、

三
年
間
も
延
命
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も

あ
と
三
年
間
で
満
杯
と
い

う
限
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
ゴ
ミ
発
生
霊

の
抑
制
と
資
源
化
の
推
進

が
望
ま
れ
ま
す
。

最
近
、
買
い
物
を
す
る

時
に
自
宅
か
ら
買
い
物
袋

を
持
参
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
お
庖
か
ら
も
ら

う
袋
も
家
に
持
ち
帰
れ

ば
、
ゴ
ミ
と
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
消
費
者
一

人
一
人
の
小
さ
な
心
づ
か

い
が
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
推

し
進
め
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
事

業
者
と
消
費
者
が
と
も
に

ゴ
ミ
を
作
ら
な
い
、
出
さ

な
い
、
も
ら
わ
な
い
よ
う

に
し
な
貯
れ
ば
い
廿
な
い

と
思
い
ま
す
。

結
局
ゴ
ミ
の
問
題
は
、

私
た
ち
の
問
題
で
あ
り
、

私
た
ち
自
ら
ゴ
ミ
減
量
化

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

h
.
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(2) 平成6年 11月オ 5日広報ひらつか第 539号

福
祉
事
務
所
で
は
、
来
年
四

月
か
ら
新
た
に
保
育
園
に
入
国

を
希
望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
が
い

る
家
庭
に
、
申
請
曹
を
お
配
り

す
る
。
な
お
、
お
配
り
す
る
際

に
家
庭
の
状
況
な
ど
を
お
聞
き

す
る
の
で
、
必
ず
保
護
者
が
お

保

越
し
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
現
在
入
国
中
の
児
童

を
引
き
続
き
入
国
さ
せ
る
希
望

の
あ
る
保
護
者
に
つ
い
て
は
、

後
日
各
保
育
闘
で
面
接
を
行
い

決
定
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
児
童
福
祉
課

十
一
月
十
六
日
(
水
)
か
ら

三
十
日
(
水
)
ま
で
の
十
五
日

間、

平
塚
市
を
含
む
県
内
の
交

通
事
故
多
発
地
域
で
、
事
故
防

止
の
た
め
の
特
別
対
策
が
実
施

さ
れ
る
。

県
内
の
交
通
事
故
は
、
昨
年

に
比
べ
全
体
的
に
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
県
内
一
円
で
均
等
に

減
少
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
特
に
市
内
で
の
交
通
事

故
に
よ
る
死
者
(
昨
年
九
月
か

ら
今
年
八
月
ま
で
)
は
、
前
年

同
期
に
比
べ
十
二
人
増
の
二
十

四
人
と
倍
増
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
同
じ
よ
う
に
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
る
地
域
を
指
定
し

集
す
る

保
育
係
(
内
線
二
一
四
)
へ
。

マ
申
請
書
の
配
布
ロ
月
ロ
日

(月
)
S
U
臼
(
火
)

マ
申
詩
曹
の
受
付

1
月
ロ
日

(木
)
iU
B
(金
)

※
場
所
は
い
ず
れ
も
児
童
福
祉

課

九日出 ~- 見 一

施 設名 所夜地 定員

神 田保 育園 田 村 90人

金 田保 育園 入 野 90人

公 須 賀保 育園 高浜台 90人

南 原保 育園 南 原 90人

吉沢保育園 上吉沢 60人

花水台保育園 花水台 90人

しらさぎ保育園 束中原 90人:

立 夕陽ケ丘保育園 夕陽ケ丘 90人

若 草保 育園 横 内 90人

大 神保 育園 大 神 60人

平塚保育園 宮 の前 120人

柳町保育園 平 塚 90人

社 明石町保育 悶 明石町 90人

白百合保育園 立 野 町 60人

会 あさひ保育 園 河 内 120人

横 内保 育園 横 .内 120人

福 いずみ保育園 万 田 120人

金 目保 育園 北金目 90人

ヰ止 八 幡保 育園 四之宮 120人

大 町保 育園 根 坂 間 90，人

法 ゅ う か り 保育園 岡 崎 90人

中原保育園 中 原 90人

人 高村保育園 高 キ寸 120人

官士見保育園 平 塚 90人

みどり保育所 四之宮 120人

もんもん保育園 花水台 30人

て
、
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
る

と
と
に
な
っ
た
。

例
年
、
秋
か
ら
年
末
に
か
廿

て
の
時
期
は
、
交
通
事
故
が
多

発
す
る
傾
向
が
あ
る
。
盟
点
推

進
事
項
に
特
に
注
意
し
て
、
交

通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
注

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

マ
置
点
推
進
事
項

・
地
域
の
交
通
事
故
実
態
に
あ

っ
た
運
動
の
展
開
・
:
死
亡
事
故

現
場
(
十
六
か
所
)
に
注
意
宥

板
の
設
置
、
事
故
写
真
の
展
示

.
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利
用

者
の
事
故
防
止

・
シ
1
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

マ
担
当
交
通
安
全
部

年
金
保
険
料
の

徴
収
と
相
談
会

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
万
一
の

事
故
や
病
気
の
と
き
に
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
老

後
の
保
障
も
な
く
な
っ
て
し
ま

空
き
家
の
入
居
者
募
集

ロ
月

8
日
か
ら
3
日
間
受
付

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
空
き

家
に
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
を

募
集
す
る
。

申
し
込
み
は
、
十
二
月
八
日

(
木
)
、
九
日
(
金
)
、
十
二
日

(
月
)
の
三
日
間
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
市
役
所
B

会
議
室
で
受
貯
付
け
る
。
な

お
、
申
し
込
み
は
一
世
帯
に
つ

き

一
住
宅
に
限
る
。
ま
た
、
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

入
居
資
格
、
募
集
住
宅
の
間

取
り
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
建
築
課
窓
口
、

M
Nピ
ル
十

階
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
各
公
民
館
で
お
配
り
す
る

「募
集
の
し
お
り
」
を
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課
住

宅
係
(
内
線
四
六
四
)
へ
。

-
今
回
の
入
居
者
募
集
住
宅

マ
万
田
貝
壕
住
宅

1
種
1
戸

(
単
身
者
用
)
、

2
種
1
戸

マ
岡
崎
住
宅

1
種
6
戸、

2

種
4
戸

マ
龍
城
ケ
丘
住
宅

1
種
2
戸

マ
東
中
原
住
宅

1
種
6
戸、

2
種
1
戸

マ
宮
の
前
住
宅

2
種
1
戸

マ
虹
ケ
浜
住
宅

2
種
1
戸

マ
中
原
下
宿
住
宅

-
租
2
戸、

1
種
2
戸、

-
種
1
戸

大
神
の
相
模
川
右
岸
に

「多

自
然
型
川
づ
く
り
」
の
モ
デ
ル

と
な
る
護
岸
が
完
成
し
た
。

河
原
を
含
め
た
堤
防
の

一
番

大
切
な
役
割
は
、
洪
水
な
ど
の

災
害
を
防
ぐ
こ
と
。
し
か
し
、

都
市
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
魚
や

鳥
、
昆
虫
な
ど
が
住
み
、
草
花

ぅ
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
を
。

な
お
、
年
金
相
談
会
を
次
の

と
お
り
聞
く
の
で
、
納
め
忘
れ

の
あ
る
方
や
年
金
に
関
す
る
相

談
の
あ
る
方
は
納
付
書
、
年
金

手
帳
を
お
持
ち
に
な
っ
て
ご
来

場
い
た
だ
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
保
険
年
金
課

年
金
係
(
内
線
二
五
ご
へ
。

.
会
場
お
よ
び
日
程

マ
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

(
M
Nピ
ル

m階
)

ロ
月
日

日
(
木
)
、
幻
日
(
水
)
、

n日
(
木
)

マ
旭
南
公
民
館
ロ
月
日
日

(
金
)

マ
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

ロ
月
初
日
(
火
)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時

初
分
3
午
後
3
時

怖
い
天
ぷ
ら
油

火
災
を
防
ご
う

市
内
で
発
生
す
る
火
災
件
数

で
最
も
多
く
、
ま
た
増
加
傾
向

に
あ
る
の
が
、
取
り
扱
い
不
注

意
に
よ
る
天
ぷ
ら
油
火
災
。
油

を
入
れ
た
鍋
か
ら
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
こ
と
。
ま

た
天
ぷ
ら
油
の
凝
固
剤
を
使
う

と
き
は
注
意
曹
を
良
く
読
ん
で

正
し
く
使
う
と
と
を
心
掛
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
消
防
署

(
電
話
幻
|
三
二
四
O
)

人
権
相
談
開
く

市
で
は
、
十
二
月
四
日
か
ら

十
日
ま
で
の
人
権
週
間
(
法
務

省
ほ
か
)
に
あ
わ
せ
て
人
権
相

談
所
を
聞
く
。

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
、
民

生

・
児
童
委
員
、
教
育
相
談
員

が
無
料
で
お
受
け
し
、
秘
密
も

守
ら
れ
る
。
ご
利
用
を
。

マ
日
時
ロ
月
5
日
(
月
)
午

後
1
時

5
4時

マ
会
場
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル
(
駅

ピ
ル
6
階
)

マ
相
談
受
付
内
容
夫
婦
、
親

族
、
隣
り
近
所
、
い
じ
め
な
ど

の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く

り
課
市
民
相
談
係
(
内
線
二
九

一一一)

多
自
然
型
川
づ
く
り

釣りを楽しむ

が
生
え
る
憩
い
の
場
と
し
て
の

整
備
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。そ

こ
で
、
寒
川
取
水
略
上
流

の
川
岸
に
、
深
さ
一
れ
五
十日ン

M
ほ
ど
の
入
江
を
作
り
、
一
つ

ニ
ト
ン
も
あ
る
自
然
石
を
流
れ
と

平
行
に
百
討
に
わ
た
っ
て
積
み

上
げ
導
流
堤
と
し
た
。
ま
た
、

水
際
に
は
木
の
杭
を
打
ち
込

浄
化
槽
の
管
理

静
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
ぎ

を
利
用
し
て
汚
水
を
浄
化
す
る

装
置
な
の
で
、
微
生
物
が
活
動

し
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ
う
維

持
管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
保
守
点
検
と

清
掃
を
定
期
的
に
行
う
と
と
も

に
、
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
、
静
化
槽
法
に
よ
り
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

川
や
海
を
汚
染
か
ら
守
る
た

め
、
浄
化
槽
が
正
し
く
働
く
よ

う
、
適
正
な
維
持
管
理
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生

管
理
課
(
内
線
二
四
一
)

臨時職員の募集
・薬剤師 (薬剤師免許取得者・で

45歳未満 若 干名)

-市民病院で10時~15時勤務

.賃金は時給1400円

・申し込みは11月30日(719までに

履歴岱と免許証の写しを市民

病院庶務課ヘ

み
、
鉄
線
で
作
っ
た
か
と
の
中

に
自
然
石
を
詰
め
た
も
の
を
約

二
百
三
十
討
に
わ
た
っ
て
敷
き

つ
め
た
。

そ
の
結
果
、
護
岸
に
は
草
が

生
え
昆
虫
な
ど
も
す
み
つ
き
、

川
に
は
小
魚
な
ど
も
泳
ぐ
よ
う

に
な
っ
た
。
休
日
に
は
、
釣
り

を
楽
し
む
親
子
の
姿
も
見
掛
け

ら
れ
る
。

場
所
は
、
大
神
ス
ポ
ー
ツ
広

場
上
流
の
相
模
川
に
架
か
る
新

幹
線
の
橋
の
下
で
、
ベ
ル
マ
1

レ
平
塚
練
習
グ
ラ
ン
ド
の
す
ぐ

近
く
。工

事
を
担
当
し
た
の
は
県
の

相
模
川
総
合
整
備
事
務
所
で
、

厚
木
市
内
の
相
模
川
な
ど
で
も

同
様
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
相
践
室

(市
笠
附
)
お
l
二
二
・
内
線
ニ
九
三

。
人
権
法
律
相
鎖
・
行
政
相
験
日
月
日
目
(
火
)
、
ロ
月
初
日
(
火
)

日
時
5
M時

。一

般
法
律
相
桜
毎
週
水
曜
日
日
時
S
M時
、
予
約
制

。
登
記
供
託
測
量
相
股
ロ
月
9
日
(
金
)
日
時
3
M時

。
住
宅
相

般

日

月

日

日

(

火

)

、
ロ
月
初
日
(
火
)
日

時
i
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
談

ロ

月
5
日
(
月
)
叩
時
1
日
時

。
下
情
取
引
相
般

日
月
口
日
(
木
)
、
ロ
月
日
日
(
木
)
日
時
初

分
i
M時

。
定
例
年
金
相
股
ロ
月
8
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
敵
毎
週
金
曜
日
9
時
5
M時

。一

般
市
民
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
i
M時

青
少
年
相
談
室

(市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l
七
三
一
一

O
青
少
年
相
餓
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
i
M時

。
出
張
相
麟

(金
自
公
民
館
)
日
月
沼
田
(
火
)
叩
時

s
m時

。
悩
み
ご
と
は

，ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
H

お
l
七
八
三
O

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
1
M時
却
分
(
土
曜

日
は
日
時
1
M時
却
分
)

福
祉
会
館
お
l
二
三
三
三

。
専
門
(法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
股

ロ

丹
8
日
(
木
)

日
時
却
分
3
日
時
加
分
、
予
約
制

。
生
活
支
揖
相
敵
毎
週
月
3
金
曜
日
8
時
泊
分
3
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
餓
毎
週
月
3
金
曜
日
8
時
却
分
3
口
時

。
結
婚
相
餓
毎
週
日
曜
日
目
時

s
m時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
母
子
相
股

毎

週

月

5
金
曜
日
9
時
1
M
時

。
家
庭
児
童
相
股
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時

s
m時

。
婦
人
相
敵

ロ

月

8
日
(
木
)
叩
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談
毎
週
月
5
金
瞳
日
9
時
却
分
i
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
善
小
学
校
北
側
)

お
ー
六

O
一一一

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
3
口
時
(
包
括
に
よ

る
相
談
は
毎
週
月
3
土
曜
日
9
時
3
口
時
)
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錦
一
印
の
印
画

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

も
ち
つ
き
&
ウ
ォ

l
ク
一ス
リ
ー

市
内
土
屋
に
あ
る
び
わ
背
少
一
ち
つ
き
&
ウ
ォ
l
ク
ラ
リ
l
」

年
の
家
で
、
十
二
月
十
日
(
土
)
一
が
聞
か
れ
る
。

の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
三
一
対
象
は
、
市
内
に
お
住
ま
い

十
分
ま
で
「
親
子
ふ
れ
あ
い
も
一
の
小

・
中
学
生
と
そ
の
親
で
、

平 成6年寸 1月寸 5日(3 ) 

「平
」
ま
た
は
「
乎
」
と
読
め

る
一
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る

が
、
取
っ
手
の
方
向
な
ど
か
ら

「
平
」
と
読
む
の
が
妥
当
と
恩

わ
れ
る
。

こ
の
遺
跡
に
近
い
四
之
宮
周

辺
か
ら
は
、
正
倉
院
御
物
と
同

形
態
の
「
俳
誌
郡
山
」
や
、
国

府
市
川
崎
房
を
意
味
す
る

「〈邸

厨
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
な

ど
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
発
掘
に
あ
た
っ
た
市
教
育

委
員
会
と
遺
跡
調
査
会
で
は
、

「
四
之
宮
地
区
に
相
模
国
府
が

あ
っ
た
と
と
を
裏
付
目
る
貴
重

な
資
料
」
と
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
銅
印
を
含
め
、
今
回
の

調
査
で
発
掘
し
た
資
料
は
、
十

二
月
に
調
査
報
告
と
し
て
博
物

館
で
展
示
さ
れ
る
。

相
模
国
府
と
は

初
日
と
幻
自
に

で
て
こ
い
ま
つ
り

「
ま
ち
に
緑
と
土
を
」
を
テ

ー
マ
に
十
一
月
二
十
六
日

(
土
)
と
二
十
七
日
(
臼
)
の

二
日
問
、
総
合
公
園
平
塚
の
は

ら
っ
ば
で
「
J

A
湘
南
で
て
こ

い
ま
つ
り
」

が
聞
か
れ
る。

恒
例
の
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

秋
は
芸
術

・
文
化
に
絶
好
の

シ
ー
ズ
ン
。

市
で
は
、
小
・中
学
生
の
豊
か

な
感
性
を
街
づ
く
り
に
生
か
し

て
も
ら
お
う
と
、
写
生
画
や
ポ

ス
タ
ー
、
槙
語
な
ど
の
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
た
。
主
な
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

緑
化
ポ
ス
タ
ー

と

緑

の

標

語

男
の
料
理
教
室

米
を
中
心
と
し
た
臼
本
型
食

生
活
を
普
及
、
定
指
さ
せ
、
米

の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め

「男

の
料
理
教
室
」
を
聞
く
。

マ
日
時
ロ
月
刊
日
(
土
)
午

前
日
時

1
午
後
1
時
叩
分

マ
会
場
旭
南
公
民
館
調
理
室

マ
定
員
男
性
初
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
先
農
産
課
営
農

指
導
係
(
内
線
五
四
三
)

賞金

化
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し

た。avポ
ス
タ
ー
の
部

応
募
一
千

六
百
五
十
八
点

マ
金
賞
田
中
祐
来
(
花
水
小

1
年
)
、
佐
藤
汐
荊
(
富
士
見
小

2
年
)
、
山
川
詩
織
(
崇
善
小
3

年
)
、
高
山
浩
之
(
松
原
小

4

年
)
、
種
目
綾
乃
(
八
幡
小
5

年
)
、
今
井
ち
よ
か
(
港
小

6

年
)
、
柏
木
丈
尚
(
浜
岳
中
1

年
)
、
小
向
美
奈
(
金
旭
中
2

年
)
、
中
村
和
子
(
金
旭
中
3

年
)A'標

語
の
部

応
募
八
百
五
十

点マ
最
優
秀
賞
「
花
と
木
と

緑
と
笑
顔
似
あ
う
街
」

柴

田
麻
衣
子
(
崇
普
小
6
年
)

観
光
風
景
写
生

コ
ン
ク
ー
ル

川
端
崇
陽
く
ん
(
港
小
)
の
作
品

第
二
十
六
回
湘
南
ひ
ら
つ
か

観
光
風
最
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
の 田中祐朱さん(花水小)

入
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
市
内
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
行
事
な
ど
を

子
供
た
ち
の
作
品
を
通
し
て
広

く
紹
介
し
て
い
こ
う
と
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
。
応
募
九
百
三

十
一
点
。

マ
最
高
白
川
端
銭
陽
(
港
小

2
年
)
、
秋
元
昌
美
(
神
田
小
6

年
)
、
豊
島
宏
美
(
江
陽
中

3

年
)

マ
金
賞
水
島
可
南
子
(
鉛
普

小
1
年
)
、
小
室
淳
郎
(
な
で
し

こ
小
2
年)、

山
川
詩
織
(
崇
普

小
3
年
)
、
井
上
い
づ
み
(
金
田

小
4
年
)
、
松
本
麻
美
(
大
野
小

5
年
)
、
鷲
尾
綾
(
み
ず
ほ
小
6

年
)
、
鈴
木
梨
絵
(
江
陽
中

2

年
)

中
原
上
宿
の
概
訪
問
遺
跡
の

接
穴
住
居
社
か
ら
、
平
安
時
代

後
期
(
十
世
紀
前
半
)
の
も
の

と
推
定
さ
れ
る
銅
印
が
出
土
し
崇
良
・
平
安
時
代
の
地
方
行

た
。
位
の
商
い
人
物
が
使
っ
て
政
庁
。
そ
の
所
在
地
に
つ
い
て

い
た
私
印
と
み
ら
れ
、
高
さ
は

は
諸
説
が
あ
り
確
定
し
て
い
な

一一了一一向ン

M
、
印
面
は
二
・
八

い
。
四
之
宮
周
辺
は
、
初
期
の

HYMの
正
方
形
、
印
文
の
彫
り
相
模
国
府
の
有
力
所
在
地
の
一
緑
の
保
全
や
緑
化
意
識
を
高

の
深
さ
は
最
大
四
・
四
ミリ

討

。

つ

と

さ

れ

て

い

る

。

め

る

こ

と

を

目

的

に

し

て

、

緑

定
員
は
先
着
八
十
人
。
参
加
費
を
は
じ
め
、
米
の
消
費
拡
大
を

は
一
人
八
百
円
。

図
る
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
や
地
域

申
し
込
み
は
、
十

一
月
十
九
特
産
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

日
(
土
)
か
ら
三
十
日
(
水
)
の
ほ
か
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は

ま
で
に
参
加
費
を
持
参
し
て
、

「も
の
ま
ね
」
や
「
カ
ク
レ
ン

び
わ
青
少
年
の
家
(
電
話
日

l

ジ
ャ

1
」
な
ど
の
シ
ョ

ー
も
行

O
八
七
ご
、
ま
た
は
背
少
年
わ
れ
る
。

会
館
(
電
話
担
|
七

O
二
九
)
ぜ
ひ
お
出
掛
け
を
。

へ。

リ
サ
イ
ク
ル
ポ

ス
タ
ー
と
標
語

美
し
い
街
づ
く
り
や
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
、
地
球
環
境
な
ど

に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
、
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

を
募
集
し
た
。

-
ポ
ス
タ
ー
の
部

応
募
三
百

四
十
三
点

マ
金
賞
田
幸
歩
(
花
水
小
6

年
)
、
内
藤
遥
郎
(
太
洋
中
1

年
)

av標
語
の
部

マ

「ご
み
部
門
」
応
募
六
百
四

十
六
点

・
金
賞

「
へ
ら
せ
る
よ
む

だ
が
増
や
し
た
ご
み
だ
も

の」

三
宮
圭
祐
(
港
小

4

年)、

「振
り
返
ろ
う
自
分
が

出
し
た
ご
み
の
品
」

山
下

文
子
(
江
陽
中
3
年
)

マ

「環
境
保
全
部
門
」
応
募
三

百
五
十
八
点

・
金
賞

「し
め
わ
ず
れ
た

ら
た
ら
水
が
な
い
て
い
る
」

増
子
蘭
(
宮
士
見
小
2
年)、

「
リ
サ
イ
ク
ル

地
球
に
対
す

る

恩

返

し

」

加
藤
陽
子

(横
内
中
1
年
)

変
通
安
全
の
ポ

ス
タ
ー
と
作
文

小
学
生
を
対
象
に
、
交
通
安

全
意
識
や
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め

る
た
め
ポ
ス
タ
ー
と
作
文
を
募

集
し
た
。

-
ポ
ス
タ
ー
の
部

応
募
二
百

四
十
二
点

マ
金
賞
佐
藤
汐
利

(宮
士
見

小
2
年
)
、
岡
村
恵
子
(神
田
小

4
年
)
、
椎
原
愛
(神
田
小
6

年
)

-
作
文
の
部

応
募
二
十
五
点

マ
最
優
秀
越
野
雄
貴
(
富
士

見
小

2
年)、

山
口

真
由
美

(
崇
普
小
3
年
)
、
相
原
健
志

(
崇
普
小
6
年
)

ご
み
減
量
ブ
レ

サ
イ
ク
ル
標
語

プ
レ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
前
の
段
階
、
つ
ま

り
物
を
購
入
す
る
時
点
で
、
い

か
に
ご
み
を
減
ら
そ
う
か
と
考

え
る
こ
と
。
ご
み
を
生
ま
な
い

生
活
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お

う
と
標
語
を
募
集
し
た
。
応
募

百
六
十
四
点
。
(
敬
称
略
)

マ
特
選
「
過
剰
包
装
ご
み

の

敵

断

る
ひ
と
声
ご
み
減

••••••••••••••••••

••••••••••••••

••••••••••

••
••••
•••••
••••••••••

•••••••••••••

••••
•••••••• 

・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・
・・・・・・
・・・・・・
・・・・
・・・・
・・・・・・・・・・・・

文
化
祭
の
入
賞
者

第
四
十
二
田
平
塚
市
文
化
祭

の
入
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
主
な

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

マ
写
真
の
部

応
募
九
十
二
点

・
市
長
賞

和
田
幸
夫
(
藤
沢

市
)
、
市
議
会
議
長
賞

山
本

界
(
公
所
)
、
教
育
委
員
会
賞
新

井
進
(
茅
ヶ
崎
市
)
、
平
塚
写
真

連
盟
会
長
賞
江
口
ア
ヤ
子

(
松
風
町
)
、
商
工
会
議
所
会

頭
白
笹
尾
佳
夫
(南
原
)
、
平

塚
文
化
連
盟
委
員
長
賞

真
一
(
片
岡
)

マ
美
術
の
部

応
募
百
三
点

・
市
長
賞
安
藤
文
康
(
束
中

原
)
、
市
議
会
議
長
賞
平
井

昌
利
(
纏
)
、

教
育
委
員
会
賞

石
井
道
子
(
唐
ケ
原
)
、
平
塚
美

術
協
会
賞
入
倉
芳
子
(
盟

平
)
、
商
工
会
議
所
会
頭
賞

椎
野
永
子
(
大
磯
町
)
、
平
塚
文

化
連
盟
委
員
長
賞
平
野
綾
子

(
誼
平
)

-JリG

木

品
」

高
柳
尚
子
(
山
下
)
、

「
ご
み
減
量
育
て
て
広
げ
て

街
づ
く
り
」

福
岡
妙
子
(
中

原)、

「分
別
収
集
マ
マ
の
手

ポ

ク

の

手

き

ち
ん
と
分
け

て
」
香
川
真
知
子
(南
金
目
)

監
査
の
結
果

先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に

つ
い
て
、
監
査
委
員
の
小
宮
鹿

司
氏
、
神
部
禎
夫
氏
、
奥
山
崎

治
氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

マ
監
査
公
表
第
四
号
①
対
象

理
財
部
に
お
付
る
予
算
の
執
行

等
財
務
に
関
す
る
事
務
②
結

呆
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

，:，..11月納期の市税・手数料 'ー

i+対象税等
; ・固 定資 産税 (第 4期)

-国民健康保険税 (第 6期)

・国民年金保険料 (第 8期 )

・清掃し尿従量手数料 {第 8期)

:・納期最終日 11月30日(水)

まIうぞ:ぞ51:)京志誌第5200
- 給食間 理 員(社協嘱託員) … 1人

.栗原ホームでデイサービスに従事

-昭和19年 4月 2白から34年 4月 1日

までに生まれ た健康な女性

・ 申し込み方法 11月25日(金)まで

に所定の申込魯(職員腺にある)に

記入して本人が職員蝶(内線321)ヘ

4砂校務作業員(教育委員 会 ) … 1人

.幼 ・小・ 中学校の校務作業に従事

・昭和35年 4月 2臼か ら52年 4月 1日

までに生まれ た健康な男性

4・申し込み方法 11月25日樹までに

所 定 の 申 込 曾 ( 教 育 総 務 課にある)

に記入して本人が教育総務課(電話

35-8112)へ

市職員・嘱託員・社協嘱託員の募集
・ 清 掃 ・土木公園等作業員…数 名

-消掃、土木、公固などの作業

・昭和35年 4月 2白から52年 4月 1日

までに生まれた健康な男性
・ 労務 作 業員 ....・ H ・....・ H ・..若干名

.保育園で清掃作業や給食調理の作業

.昭和35年 4月 2日から52年 4月 1日

までに生まれた健康な女性

. 家庭奉仕員 ・H ・H ・H ・H ・-…・若干名

.老人 ・身体障害者の家庭奉仕業 務

・昭和35年 4月 2日か ら52年 4月 1臼

までに生まれた健康な女性

. 徴収事 務嘱託員 ・...・H ・-…若干名

.保険料や下水道使用料の徴収事務

・昭和 9年 4月 2回から14年 4月 1日

までにきたまれた人環 境衛生管理課(内線240)

調~_"令

、、 I~

、d令

ロ

~ 

11月20日(日〉

午前8時 ~

当日は午前 7時に花火で予告しま

す。 雨天の場合は、 11月27日(日)

に延期に なります。

清掃する場所
。自宅付近の道路

。広場、公園など公共の場所

。平塚海岸
・問い 合わせ

とき



(4) 平成6年 11月寸 5日

湘
南
車
検
場
を

広報ひらつか第 539号

湘南をイメージ砂

建 物はガラス張りで明

るく、舗道のタイルは波を

イメージしている

V分かりやすい案内
各 建物には分かりやす

いよう にアルファベッ ト

で標識が付けられている

分
し
て
、
新
た
に
も
う
一
つ
の

車
検
場
を
設
置
し
、
利
用
者
の

利
便
性
と
業
務
量
の
軽
減
を
図

る
た
め
、

「湘
南
」
車
検
場
が
設

置
さ
れ
た
。

東
豊
田
の
一
角

ワ
ン
フ
ロ
戸
に

車
検
場
の
中
心
と
な
る
湘
南

自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
は
中

央
の
C
。

一
か
ら
三
の
窓
口
は

自
動
車
の
登
録
関
係
を
取
り
扱

う
登
録
謀
、
四
か
ら
六
の
窓
口

は
自
動
車
の
検
査
関
係
を
取
り

扱
う
車
両
課
と
な
っ
て
い
る
。

手
続
き
が
ス
ム
ー
ス
に
行
え
る

よ
う
ワ
ン
フ
ロ
ア
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
て
お
り
、
便
利
で
無
駄

カ
な
い
。

検
査
は
五
コ
l
ス

‘最新設備
4WDや 4WS

などの新機構にも

迅速に対応できる

ワンフロアシステム砂
事務所内を行 ったり来

たり することがなくなっ

た

査、

0
コ
1
ス
は
新
規
お
よ
び

構
造
等
の
変
更
を
し
た
車
両
の

検
査
な
ど
を
扱
う
。

ー
コ
l
ス、

2
コ
1
ス
は
普

通
車

・
小
型
車
の
検
査
を
行

う。

3
コ
l
ス
は
小
型
車

・
フ

ル
タ
イ
ム
4
W
D
患
な
ど
を
検

査
す
る
が
、
自
動
車
の
新
技
術

や
新
機
構
に
対
応
す
る
た
め
最

新
の
マ
ル
チ
テ
ス
タ
ー
を
導
入

し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
外
観
検
査
か
ら

ラ
イ
ト
、
ブ
レ
ー
キ
、
ス
ピ
ー

ド
メ
ー
タ
ー
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

な
ど
の
各
検
査
項
目
を
経
て
、

総
合
判
定
を
受
げ
る
ま
で
約
十

五
分
で
通
過
で
き
る
。

県
税
な
ど
四
施
設

印
紙
の
販
売
、
会
員
用
の
事
前

検
査
の
予
約
や
納
税
の
確
認
な

ど
を
行
う
。

通
称
県
税
と
呼
ば
れ
る
神
奈

川
県
自
動
車
税
管
理
事
務
所
は

B
。
自
動
車
税
や
自
動
車
取
得

税
の
申
告
・
納
付
な
ど
を
受
け

付
け
て
い
る
。

神
奈
川
県
自
動
車
会
議
所
は

D
。
湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事

務
所
の
委
託
を
受
貯
、
こ
こ
で

実
際
に
「
湘
南
ナ
ン
バ
ー
」
の

プ
レ
ー
ト
が
交
付
さ
れ
る
。
ま

た
、
廃
車
プ
レ
ー
ト
も
受
け
付

け
て
い
る
。
交
付
さ
れ
た
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
係
員
に
よ

り
封
印
さ
れ
る
。

軽
自
動
車
検
査
協
会
は
F
。

軽
自
動
車
の
新
規

・
継
続
・
構

造
変
更
検
査
を
行
う
。
ま
た
、

名
義

・
住
所

・
番
号
の
変
更
も

受
げ
付
け
る
。

絡
が

東
景
に
身
イ

校
風
物

学
園
ん

小
田
一
月

内
の
糠

横
側
洲

毎
朝
、
次
女
英
生
の
目
覚

め
を
待
ち
、
八
時
三
十
分
か

ら
九
時
の
間
に
横
内
団
地
内

で
理
容
業
を
営
む
我
が
家
を

出
発
し
ま
す
。

娘
の
率
い
す
を
押
し
、
愛

犬
ク
ロ
を
連
れ
て
団
地
を
抜

町
、
横
内
小
学
校
東
側
の
田

園
風
景
の
中
に
出
ま
す
。
遠

く
に
富
士
山
を
何
ぎ
、
大
山

の
崎
々
を
眺
め
な
が
ら
、
道

端
の
草
花
に
語
り
か
貯
た
り

し
て
季
節
の
変
わ
り
目
を
肌

で
感
じ
て
い
ま
す
。
季
節
に

よ
っ
て
は
レ
ン
ゲ
畑
に
変
身

す
る
田
ん
ぼ
で
写
真
を
写
し

た
り
し
て
、
四
十
分
か
ら
一

時
間
の
散
歩
を
終
え
ま
す
。

率
い
す
と
其
っ
黒
い
犬
を

連
れ
て
の
散
歩
で
、
あ
ち
こ

ち
に
知
人
が
で
き
、
四
季

「
横
浜
」

「川
崎
」
「
相
模
」
に
続
き
、
県
内
で
四
番
目
と
な
る
自
動
車
ナ
ン
バ
ー

「湘
南
」

ナ
ン
バ
ー
が
十
月
三
十
一
日
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「七
夕
ま
つ
り
」「
ベ
ル
マ
l
レ
平
塚
」
に
続
き

平
塚
の
三
番
目
の
看
板
と
し
て
、
街
づ
く
り
や
活
性
化
に
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
今

回
は
、
湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

務
内
容
が
分
か
り
ゃ
す
い
よ
う

に
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
A
か

自

動

車

の

安

全

性

を

確

保

し

ら

F
ま
で
の
標
識
が
付
貯
ら
れ

公

筈

を

防

止

す

る

た

め

、

個

々

て

い

る

。

の

車

が

保

安

基

準

に

適

合

し

て

建

物

は

湘

南

の

明

る

い

イ

メ

い
る
か
ど
う
か
を
国
が

一
定
期

1
ジ
に
合
わ
せ
て
外
観
と
採
光

間
ご
と
に
チ
ェ

ッ

ク

す

る

の

が

に

配

慮

し

、

構
内
の
出
入
り
口

車

検

制

度

。

新

車

検

場

が

完

成

し

た

の

は

に

は

高

さ

八

れ

に

な

る

市

民

の

平
塚
市
は
、
今
ま
で
「
相
模
」
東
豊
田
の
工
業
団
地
の
一
角
。
木

「く
す
の
き
」
を
シ
ン
ボ
ル

ナ
ン
バ
ー
の
地
域
に
合
ま
れ
て
お
よ
そ
ニ
・
一
訟
の
敷
地
に
と
し
て
植
え
る
な
ど
環
境
整
備
実
際
に
検
査
を
行
う
検
査
上

い
た
が
、
こ
の
地
域
は
エ
リ
ア
は
、
運
輸
省
関
東
陸
運
局
神
奈
に
も
心
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
屋
は
、
事
務
所
棟
の
東
側
に
あ

の
広
さ
に
加
え
、
自
動
車
保
有
川
陸
運
支
局
の
湘
南
自
動
車
検
最
新
の
検
査
機
器
を
導
入
し
、
る
E
。
∞
、

o、
1
、
2
、
3

台
数
が
著
し
く
増
加
し
て
い
査
登
録
事
務
所
の
ほ
か
、
全
部
待
ち
時
間
の
短
縮
も
図
ら
れ
て
ま
で

五
つ
の
コ

1
ス
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
域
を
こ

で

五

つ

の

事

務

所

が

あ

る

。

業

い

る

。

る

。

∞

コ

1
ス
は
二
輪
車
検

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

折
々
の
話
題
に
花
が
咲
き
ま

す
。
異
常
な
暑
さ
だ
っ
た
今

年
の
立
も
パ
テ
る
と
と
な
く

毎
日
出
掛
貯
、
娘
も
真
っ
黒

に
日
焼
防
し
ま
し
た
。

横
内
も
二
十
五
年
前
に
私

た
ち
が
住
み
始
め
た
時
は
、

周
囲
は
田
ん
ぼ
や
畑
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
新
幹
線
が
走

る
時
の
火
花
も
夜
は
き
れ
い

に
見
え
た
も
の
で
す
。
今
は

少
し
足
を
延
ば
さ
な
い
と
見

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

人
は
足
か
ら
年
を
と
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
娘
の
た

め
に
と
始
め
た
散
歩
も
、
私

自
身
の
た
め
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
楽

し
く
親
子
と
犬
で
、
散
歩
を

続
貯
た
い
と
思
い
ま
す
。

。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

〈
送
り
先
〉
〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
企
画

部
広
報
広
聴
課
「
私
の
好
き

な
散
歩
道
」
係
。

第18固ひらつか民俗芸能まつり
11月27日(日)

午後 1時開演

会 場 中 央 公 民 館

.人形芝居の部
・高浜高校 「序 三番受Jr傾城阿波

之鳴門巡礼唄之段」

・湘南座 「傾城恋飛脚新口村之段」

・前鳥座 「絵本太功記尼ケ崎之段」

・古民謡の部
・上平爆麦 打ち唄保存会 「変打ち唄J

.太鼓の部
・城所太政保存会「城所ばやし」

日時

唱
』

-EE--.，r

H

・・・a咽
.

.

 

，札!
h
叫
副
司

a
-
E

・E

・-
E
E
'
1
?
a

縁起i_提務滋会総
修禅寺物語・土蜘

く)11月22日(火)

・昼の部 12時30分開場、 13時開演

・夜の部 17時30分開場、 18時開演

く〉市民センター
・出演者尾上菊五郎、市川佐圏

次、中村芝雀、市川圃蔵ほか
・入場料 S席4000円、 A席3000円、 B

席2000円

-前売所市民センタ一、チケットセゾ

ン、チケットぴあ(長崎段4F)、稲元

屋楽器底、サクラCJ苫コミック館、花

水轡腐、出口鶴J苫

:ナ-シパープレートのいろいろ j3b
量連は神

:食自家用は、さ~ろ〈一般〉、 /会普通自動車 禁おぶ需
れ・わ〈レンタカー) / 貨物 10~19 埜争目星

i 会事業用は、あ~こ・を 台 乗合 20~29 :蚕 図 近 動
v =mnn nn i録書い車

:17-ふぶ¥r苅治 3-ailふ由民9 の 販 。 備

r --uoo_ __ .1 讐同九日~柑 :用の A 監

し_.11r 12-8411 貨物 40~49
I -... V .)J )) 60~69 

(257仁究
会特種用途自動車 80~89

合大型特殊自動車 90~99

会 )) 建設機械 00""'09

社会教育課(内線528)※問い合わせ
海電話予約は市民センター {電話32-
2235)へ
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誕

生

を

機

会

に

「

ナ

イ

ス

&

セ

め

、

自

動

車

の

検

査

、

登

録

、

l
フ
テ
ィ

1
ド

ラ

イ

ブ

遊

整

備

な

ど

の

疑

問

に

お

答

え

す

Y
O
U

湘

南

」

と

銘

打

っ

た

る

「な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

「
明
る
い
」
「
さ
わ
や
か
」
運
転
マ
ナ
l
向

上

キ

ャ

ン

ペ

ー

や

、

マ

イ

カ

ー

点

検

教

室

な

ど

な

ど

の

イ

メ

ー

ジ

を

持

つ

湘

南

ン

を

展

開

し

て

い

る

。

を

行

う

。

ぜ

ひ

ご

来

場

を

。

ナ

ン

バ

ー

。

し

か

し

、

紫

晴

ら

若

者

か

ら

大

人

ま

で

を

魅

了

マ

日

時

日

月

初

日

(

日

)

午

し
い
ナ
ン
バ
ー
が
で
き
て
も
、
ず
る
「
湘
南
」
。
そ
の
言
葉
の
自
動
車
の
日
ご
ろ
か
ら
の
点
し
か
し
、
人
間
の
健
康
と
同
じ
前
日
時

1
午
後
3
時

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
マ
ナ
ー
が

イ

メ

ー

ジ
ど
お
り
さ
わ
や
か
な
検
整
備
を
呼
び
掛
町
る
フ
ェ
ス
よ
う
に
、
点
検
整
備
を
怠
る
と
マ
会
場
湘
南
自
動
車
検
査
登

悪
け
れ
ば
湘
南
、
そ
し
て
平
塚
運
転
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
テ
ィ
パ
ル
が
聞
か
れ
る
。
思
わ
ぬ
故
障
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
録
事
務
所

の

イ

メ

ー

ジ

ア

ッ

プ

は

図

ら

れ

い

。

大

切

な

人

を

乗

せ

て

走

る

自

き

込

ま

れ

る

恐

れ

も

あ

る

。

マ

問

い

合

わ

せ

先

(

社

)

神

な

い

。

マ

問

い

合

わ

せ

先

企

画

調

整

動

車

。

そ

れ

だ

貯

に

運

転

中

の

そ

と

で

、

ド

ラ

イ

バ

ー

の

点

奈

川

県

自

動

車

整

備

掘

興

会

平

そ
こ
で
、
市
で
は
ナ
ン
バ
ー
課
(
内
線
三
二
六
)
ト
ラ
ブ
ル
は
避
げ
た
い
も
の
。
検
整
備
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
塚
支
部
(
電
話
M
l七
二
二
一
)

こ

の

お

皿

い

く

ら

?

何

に

夢

中

に

な

っ

て

い

る

の

か

な

運
転
マ
ナ
!
の
向
上
を

車
ヌ

Iz--れ
れ

..電"

刊
月
初
日
湘
南
車
検
場
で
開
催

平成6年オ 1月寸 5日

ひらつか市民市

、，

恒
例
の
市
民
市
が
、
十
月
三

十
日
の
日
曜
日
に
市
の
中
心
商

庄
街
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
残
念
な
が
ら
雲
り
空
で
し
た
が

個
庖
や
ゲ
1
ム
は
な
か
な
か
の
盛
況
で
し

た
。
ま
た
、
市
民
参
加
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、

ベ
ル
マ
1
レ
の
市
民
応
援
団
が
練
り
歩
き
、

沿
道
の
人
の
自
を
引
き
つ
貯
て
い
ま
し
た
。

木登り名人登場

ナイスプレー/勝負のゆくえはどっち

(5) 

.~砂・・4砂・・4・4・・4・・4・・・4・・・・4・・・・.・・・・・・・・.・・.・.・・・・・・・・4砂・4・・・・・.・.・・・・・・4・・・4・・..~・
特例il n・・... - ~訟、 : '"公漂着物を拾う会対観1 ___ ' ・，， ~、 ~~司、 題齢(すも
: V-吋fュ，司臨翠訟._.，'.司10. .・・・'‘~.... コ ，ミ空~\.'"丸.7 平塚海岸で動物・植物・人工物を銀

れと，づ熟ー，~~~... -巳~ ・‘ "'<) :めて悶べよう(参加自由、雨天中止)、:、4 2 二、cシ. . .. .，二司V ・R・: ・日時 12月10日(土)9 時30分~11時
\~〆lk 司司...， . ~ (j11・:...~ ・・・‘... ~ : ・集合 花水JlI橋平塚側たもと
劉宮内 一 、.〆 災失~ 司・.，. [ο樽 物 館

〒254浅 間 町12-41

..........・・・..・・4・・..~・・4・・・・・・・・・.・ j
※西図古館は駐m:場が少ないので、お .会冬の自然観察会 ; 

王立でのご来館はご遠慮を。 . ~. 
冬の雑木林を訪ねよう

・日時 12月25日(臼)
・場所二宮町奇襲山付近 :食 フレスコ画番外編

・申し込み 往復はがき(1家 族 1枚〉

に住所 ・氏名 ・電話番号を古いて、 12

@おかざり作り 12月18日(日) 10時 月15日(木)までに「冬の観察会」係へ

~15時・申込期限12月 3 日(土) : 一
。家絞だこ 作り 12月25日(回) 10時 :会プフネタリウム「月面遊覧IIJ
~16時30分・申込期限12月 10 日(土)

(対象は小学生以上・親子参加も可)

・会場博 物 館 科 学 教 室

・定員 30人、多数抽選

・申し込み 往復はがきに住所・氏名・

電話番号(学生は学年)、希望する教

室名を告いて、博物館へ
j会寄贈品コーナー展示

紙芝居や絵本の読み聞かせ二簡単な ;会 自然観 察ゼミナール ~ - U"I1'J:=IIo4"'- ， ，~~， ~ .. ; 【平塚市中学校絵画展】

工作などを作って遊んてみよっ :。地質部門展示(地図) 平塚を中心 j ・期間 11月17日(木) ~22日

.中央図岱館こども室 毎 月 第 1 ・第 : 越冬のため渡来する水鳥の凡分け方 :とする各種の地図穎・空中写其の展示 : 【第 6固なでしこ会展】

2 .第 3 ・第 4木曜日15時から : と分布調査をしよう : ・期間 11月29日(火)まで : ・期間 11月23日(祝) ~29日
・北・ 西図岱 館 毎月 第 2 ・第 4水曜 j ・日時 12月17臼(土) 14時~16時、 :@考古部門展示(遺跡) r古代遺跡 j 【藤村弘子 ファミリー展】

日15時から : 1月 7日(土) 13時~16時、 2 月 5 日 j を探す会」の 1 年間の採集資料を紹介 j ・期間 11月23日(祝) ~29目
。 中央図・ 館 : (日) 9 時~15時 全 3日 : ・期間 12月 1日 (木) ~27日(火) : 【平塚市中学校美術数日展】

干 254 浅 間 町12-41 句話31-0415 : ・対象野鳥観察10回以下の初心者 ・ : ・期間 12月 1日(木) ~6 日
.t."'r . 会星を見る会「秋の星座と土星J

。北図書 館 j ・申し込み 12月10日(土)まてし : : 【秋田俊雄作品展】

〒254 田村5155-1 電話53-1232 :往復はがき(1家族 1枚)に住所 ・氏 i・日時 11月25臼(金) 19時~20時30 : ・期間 12月 7日(水) ~13目

。西図書館 j名・電話番号を窃いて「自然観察ゼミ :分(参加自由、信 ・雨天時中止) : <>美術館

〒254山 下760ー 3 電話36-3555 :ナール」係 へ : ・場所博物館屋上(科学教室 集合) : 〒254西 八 幡1-1-3 電話35-2111

・・・・・・4・・4・・・・4・・4・・・・・・・・・・・・・・4・・・・.・・・4・・4・4・・・.・・・・・4・・・・.・・・.・・・4・・・・4・・4・・・4砂

屯言舌33-5111

美術館|

東京や横浜に出掛け、現代作家の手

によるフレスコ画作品を見てまわる

-日 時 12月 3 臼(土)10時~16時30分

・教材班無料(交通貨は自己負担)

・対象 高校生以上20人

-申込方法往復はがきにワークショ

ップ名「フレスコ画番外編」、住所、氏

名、也話番号を記入のうえ、美術館へ。

多数抽選

.申込期限 (月)必沼-11月21臼

-投影日 12月 3日

(臼)の土・日曜日、

木・土 ・日曜日

・時間 11時と14時の 2回投影

※12月 2日(金)まで空調設備改修のた

め休止中。 3階の立ち入りはご遠慮を。

(土)~ 1月 8日

冬休み中は水・

合体験学習

E~・・E三週・・IT~
。 11月20日{日)10時、 14時、 中 央 館

「路J
「マリア・ルス号事件J

。 11月27日 (日) 10時、 14時、 中 央 館

「ジャングル大帝 冒険J
「急 襲津波災害に備える」

。 12月 4日(日) 10時、 14時、中央館

「キャプテン擦 はばた廿蝉ける戦士

たち」

「ランボーの秘密J
@ 12月11日(日)10時、 14時、中央館

r 3丁目物語ーぼくの大切なもの・不

思議なともだち」

「なっちゃんのケヤキ」

会映画会

(日)

カ資料展示

。〈特集〉クリスマス

-期間 12月 1日(木) ~25日

・会場 中央館こども室

(火)

t火3

t火)

(jく)

t火3

台市民アートギャラリー会こどもおはなし会
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